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核
兵
器
廃
絶
、
日
米
進
歩
勢
力
の
連
帯
、
理
論
交
流―

―

北
米
を
訪
問
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
６
年
５
月
１
６
日 

 

志
位 

和
夫 

 

１
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
成
功
に
む
け
た
活
動 

 

再
検
討
会
議
に
の
ぞ
む
党
の
基
本
姿
勢
と
、
要
請
文
に
つ
い
て 

・
す
べ
て
の
締
約
国
が
受
け
入
れ
可
能
で
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
む
け
積
極
的
意
義
を
も
つ
内
容
を 

・
４
点
で
要
請
文
を
ま
と
め
た―

―

核
保
有
国
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６
条
の
履
行
を
迫
る
こ
と
に
力
点 

 

会
議
主
催
者
、
国
連
担
当
者
な
ど
の
受
け
止
め―

―

要
請
文
の
立
場
は
ピ
ッ
タ
リ
と
か
み
あ
っ
た 

・
再
検
討
会
議
議
長
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ビ
エ
ッ
ト
大
使―

―

「
要
請
の
４
点
は
す
べ
て
同
じ
方
向
」 

・
再
検
討
会
議
第
１
委
員
長
の
ガ
ー
ナ
・
ク
マ
ー
大
使―

―

「
要
請
は
会
議
の
ハ
ー
ト
の
部
分
」 

・
中
満
泉
国
連
事
務
次
長―

―

「
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
」 

・
キ
ュ
ー
バ
・
グ
ス
マ
ン
大
使
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
・
ガ
ル
ホ
ー
フ
ァ
ー
部
長 

 

一
般
討
論
の
特
徴
、
成
果
文
書
案
（
５
月
１
３
日
）
に
つ
い
て 

・
３
つ
の
流
れ
が
浮
き
彫
り
に―

―

Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６
条
履
行
を
迫
る
国
が
７
割
を
こ
え
た 

・
成
果
文
書
案
を
心
か
ら
歓
迎
、
こ
の
方
向
で
成
果
文
書
の
発
出
を 

 

日
本
共
産
党
の
野
党
外
交
の
力
、
党
綱
領
の
世
界
論
の
生
命
力
に
確
信
を
も
っ
て 

・
一
貫
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
外
交
方
針
を
確
か
な
も
の
と
し
、
国
際
的
信
頼
を
広
げ
て
い
る 

・「
法
の
支
配
」
に
も
と
づ
く
平
和
を
つ
く
る
理
性
の
声
が
国
際
社
会
の
圧
倒
的
多
数
に 

 

２
、
米
国
の
左
翼
・
進
歩
勢
力
と
の
連
帯
に
つ
い
て 

 

Ｄ
Ｓ
Ａ
（
米
民
主
的
社
会
主
義
者
）
指
導
部
と
の
会
談―

―

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で 

・
身
近
な
要
求
の
課
題
と
と
も
に
、「
Ｕ
Ｓ
戦
争
マ
シ
ー
ン
を
終
わ
ら
せ
る
」
が
綱
領
に 

・
国
際
連
帯
の
課
題
、
活
動
と
理
論
の
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
一
致 

・「
楽
し
い
」
と
実
感
で
き
る
活
動
、
他
の
国
の
運
動
か
ら
学
ぶ
こ
と
へ
の
熱
心
さ 

 

Ｄ
Ｓ
Ａ
シ
カ
ゴ
支
部
と
の
懇
談―

―

活
動
の
実
態
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
た 

・
ど
ん
な
課
題
を
重
視
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
や
り
方
で
活
動
を
進
め
て
い
る
の
か 

・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
の
学
習
運
動
に
つ
い
て 

・
ソ
連
共
産
党
解
散
に
「
も
ろ
手
を
あ
げ
て
歓
迎
」
に
、「
す
ご
い
！
」
と
歓
声
が 
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『
ジ
ャ
コ
バ
ン
』
誌
・
幹
部
と
の
懇
談―

―

Ｄ
Ｓ
Ａ
の
理
論
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン 

・「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
へ
の
注
目―

―

協
力
関
係
を
進
め
る
こ
と
で
一
致 

・「
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
社
会
主
義
と
は
？
」、「
Ｄ
Ｓ
Ａ
は
政
党
を
め
ざ
す
の
か
？
」 

・「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
・
タ
イ
ム
）
に
乾
杯
！
」 

 

ア
メ
リ
カ
共
産
党
（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
と
の
会
談―

―

関
係
強
化
を
確
認 

・
両
党
関
係
強
化
、
連
帯
の
課
題
で
一
致 

・
旧
ソ
連
と
の
関
係
の
歴
史
的
問
題
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
Ｄ
Ｓ
Ａ
と
の
関
係 

 

ア
メ
リ
カ
で
の
社
会
主
義
運
動
の
躍
進
、
本
格
的
な
協
力
関
係
を
つ
く
っ
た
意
義 

・
世
界
最
大
の
帝
国
主
義
国
で
の
社
会
主
義
運
動
の
躍
進―

―

そ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い 

・
米
国
の
左
翼
・
進
歩
勢
力
と
の
本
格
的
協
力
は
１
０
４
年
の
党
史
上
初
め
て―

―

綱
領
的
な
重
要
性 

 

３
、
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
交
流
に
つ
い
て 

 

イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
・
ハ
ー
ト
マ
ン
教
授
と
の
対
談―

―

マ
ル
ク
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
自
由
論
を
語
り
合
う 

・『
マ
ル
ク
ス
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
』
が
出
会
い
の
き
っ
か
け
に 

・
資
本
主
義
の
〝
総
本
山
〟
で
マ
ル
ク
ス
が
１
５
０
年
余
に
わ
た
っ
て
読
み
継
が
れ
て
き
た 

・
マ
ル
ク
ス
が
ア
メ
リ
カ
人
社
会
で
支
持
を
得
て
き
た
の
は
、「
力
強
い
自
由
論
」
を
示
し
た
か
ら 

・「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
と
未
来
社
会
論
で
の
見
解
の
一
致
が 

・
対
談
を
終
え
て―

―

「
Ｘ
」
で
の
エ
ー
ル
の
交
換 

 

シ
カ
ゴ
大
学
・
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
名
誉
教
授
と
の
対
話 

・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
、「
世
界
終
末
時
計
」
を
め
ぐ
っ
て 

・
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
「
恐
ろ
し
さ
」
へ
の
憤
り
、
日
本
共
産
党
、
多
喜
二
に
つ
い
て 

 

カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大
学
、
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
ム
ス
ト
教
授
主
催
の
討
論
企
画
へ
の
参
加 

・
教
授
、
院
生
、
学
生
、
社
会
活
動
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
６
０
人
の
参
加
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
た 

・
第
１
部―

―

熱
い
政
治
の
問
題
で
質
問
に
答
え
る 

・
第
２
部―

―

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
と
未
来
社
会
論
」
を
め
ぐ
る
理
論
交
流 

・
討
論
企
画
の
反
響
か
ら―

―

ア
メ
リ
カ
共
産
党
機
関
紙
編
集
長
が
長
文
の
紹
介
記
事
を
執
筆 

 

党
の
理
論
活
動
の
生
命
力
と
理
論
交
流
の
可
能
性 

 

結
び
に―

―

日
本
共
産
党
の
綱
領
路
線
が
今
日
の
世
界
で
大
き
な
生
命
力
を
発
揮
し
て
い
る 
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日
本
共
産
党
北
米
訪
問
代
表
団
の
活
動
日
誌
（２
０
２
６
年
４
月
２
３
日
～
５
月
６
日
） 

 
４
月
２
３
日
（
木
）：
羽
田
空
港
出
発➡

同
日
午
前
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ョ
ン
・
F 
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
到
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
キ
ュ
ー
バ
国
連
代
表
部
で
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ソ
ベ
ロ
ン
・
グ
ス
マ
ン
大
使
と
会
談 

４
月
２
４
日
（
金
）：
日
本
国
連
代
表
部
で
鈴
木
孝
宏
参
事
官
に
要
請 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
国
連
本
部
で
中
満
泉
国
連
事
務
次
長
（
軍
縮
担
当
上
級
代
表
）
と
会
談 

４
月
２
６
日
（
日
）：
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
の
反
核
平
和
パ
レ
ー
ド
、
国
際
会
議
に
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
英
国
・
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ
ー
ビ
ン
氏
と
あ
い
さ
つ 

４
月
２
７
日
（
月
）：
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
開
幕
、
会
議
を
傍
聴 

４
月
２
８
日
（
火
）：
国
連
本
部
で
ジ
ョ
セ
フ
・
ガ
ー
ソ
ン
氏
ら
米
国
の
反
核
平
和
活
動
家
と
懇
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
国
連
本
部
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）・
セ
ス
・
シ
ェ
ル
デ
ン

国
連
担
当
ら
と
懇
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
国
連
本
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
第
１
委
員
長
、
ガ
ー
ナ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヤ
オ
・

ク
マ
ー
大
使
と
会
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：『
ジ
ャ
コ
バ
ン
』
誌
、
エ
ー
シ
ャ
ー
・
デ
ュ
プ
イ
ス
ペ
ン
サ
ー
発
行
人
、
マ
イ
カ
・
ユ

ー
ト
リ
ヒ
ト
編
集
者
と
懇
談 

４
月
２
９
日
（
水
）：
ベ
ト
ナ
ム
国
連
代
表
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
議
長
、
ド
ー
・
フ
ン
・
ビ
エ
ッ
ト
大

使
と
会
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
ア
メ
リ
カ
共
産
党
本
部
で
、
ジ
ョ
ー
・
シ
ム
ズ
共
同
議
長
と
会
談 

：
国
連
本
部
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
ガ
ル
ホ
ー
フ
ァ
ー
部
長
に
要
請 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
Ｄ
Ｓ
Ａ
（
米
民
主
的
社
会
主
義
者
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
事
務
所
で
、
ア
ー
メ
ド
・

フ
セ
イ
ン
全
国
政
治
委
員
ら
指
導
部
と
会
談 

４
月
３
０
日
（
木
）：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
出
発➡

シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
空
港
到
着 

５
月
１
日
（
金
） 

：
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
ー
ト
マ
ン
教
授
と
会
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
都
道
府
県
委
員
長
会
議
に
参
加
、
北
米
訪
問
の
中
間
報
告 

５
月
２
日
（
土
） 

：
シ
カ
ゴ
大
学
で
、
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
名
誉
教
授
と
懇
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
Ｄ
Ｓ
Ａ
シ
カ
ゴ
支
部
と
懇
談 

５
月
３
日
（
日
） 

：
シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
空
港
出
発➡

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
・
ピ
ア
ソ
ン
空
港
到
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
ヨ
ー
ク
大
学
・
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
ム
ス
ト
教
授
主
催
の
夕
食
会 

５
月
４
日
（
月
） 

：
ム
ス
ト
教
授
と
会
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
ム
ス
ト
教
授
主
催
の
討
論
企
画
「
今
日
の
日
本
の
左
翼
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』

に
帰
る
」
に
参
加
、
発
言 

 
 
 
 
 
 
 
 

：
ム
ス
ト
教
授
主
催
の
夕
食
会 

５
月
５
日
（
火
） 

：
ト
ロ
ン
ト
・
ピ
ア
ソ
ン
国
際
空
港
出
発➡

 

５
月
６
日
（
水
） 

：
羽
田
空
港
到
着 


